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1．Phδbusの編集の変更

1808年4月頃，Do職S亡㏄kが「統Klei5t氏を私共はしばしば私共の家で見かけます」

（L261）云々といったふうにKlei5tのDresdenでの生活を伝えている。彼の作品につい

て人々は，「彼のPenthesileaは私が戦標なしで聞けなかった怪物です。彼のこわれ甕はだ

らだら続き，永久に上品さのはめをはずしている贈呈劇です。彼のMarquise“Qの物語

を顔を赤らめずに読める御婦人はありません。この調子はどこへ続きますか？」（L261）と

評し，Phδbusは一年以上続がぬとその短命が予見されている。

即ちA，M田1erは3月29日にM雌lin9宛に，「私が全く唯，二次的に独自に働いている
Ph6busの編集の中で大きな変更が行われねばなりません，即ちPh6busがその立派な日的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中

に拘らず，はっきりした損失を受けるに違いない場合には，i私、はPh6busの編集を・一人で引

き受けるより説得しようと思っています」　（L258）と書いている。　K自身は・5月4日は

「Phqbusは絶対売らねばなりません。委託販売などという事は全然考えられません。です

から，どんな犠牲にも甘んじなければなりません。我々の投資した資本金も，もし中丘とい

う事になれば消えてしまうでしょうから，（将来もずっと）Ph6bu5を維持する方法があり

得る時に危険を賭してみなければならない〔でしょう〕。そうです，誹溺を避ける為に，我

々はその上もし信用貸をしようという人があれば，損失の危険に対して保証書を書かねばな

りません」（B130）と考えていて，　M琶11erとKのPh6busの維持に対する考えの違って

いることが判る。Kは更にその考えを進めて5月7日に1803年2月のWielandの紹介で知

りあった出版主α工G6schen・にPh6busセこ関して提案している（B133）。そして更に6

月7日にKは工ECott8に「（3）我々，却ちA．　M洲erと小生は，貴殿がPhδbusを今

年引受けるのは不可能であるとおっしゃるので，少くとも，それを維持するのに必要なあら
ゆる世話をお願いします」　（B134）と依頼する。　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

結局のところPh6bus第3号（1808年3月号）は4月末に出版されたが・例えば5月3日

．に，Knebelあた・りが「私が丁度受取ったPhδbusめ新しい巻は野暮と無趣味と要求の権化で

あります」（L214　a）と批評しているし，　Goetheも〔3日か4日〕にKnebe1にrDresden「

の人々と私はすく・に手を切りました。というのは私がA．M廿1】erを非常に高く評価し，

Kleistが普通の才能でないと思っているにも拘らず，彼らのPhObusが一種のPh6busに

移ってゆ．くだろうとすく・さま気がついたし，このく嫌なら嫌と始めから〉というのが，念

頭に置くのを忘れ勝ちな確かな格言だからです」・（工246b）と言っている。この号には

A．M費Uerは「Vorlesung面ber　das　Sch6ne」を，　Kは「こわれ甕」断片と二つの寓話』（「Die

Hunde』und　der　Vogel」と「Di6　Fabel　ohie　Mora1」）をのせている。
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2K巨thchen肌　Heilbronn

Phδbus　4／5号（6月初旬に出たに違いない）にはKは「Flagment　aus　der　Tエagδdie：

Robert　Guiskard，　Herzog　der　N。r並㎜en」，「Epl9㎜me」と「F認gment　aus　dem　Schau一

sple1：da3　Kathche凪voll　Heilbronn，　oder　die　Feueτprobe」をのせている。

Wienへの旅行の途中Tieckは1808年夏14日間Dresdenに滞在し，この町のG。lden　Engel

館で白面の青年H．肌Kleistと会い，「本当の友｛青には至らなかったが」（L274　b）知合

となる。その時TieckのみたKは「中背でかなり頑丈な身体つきだった。彼は真面目で寡駐

黙で，野心的なうぬぼれはみじんもないが，しかし彼の振舞には気品のある誇り高い様子が

多くみえた。彼はTorquato　Ta闘｝の像と似ているようにTieckには思われた。そしてまた

彼はこのTassoのようにいくらか重い舌をi持っていた」　（L274　b）のだった。しかしその

Tieckがこの不幸な詩人の固定観念についてものべ，　Kの「固定観念はそれほど異常に昂ま

るので，以前M廿nerの妻を狂気のように愛して彼女なしでは生きられないと妄想し，本気

でMmlerをDresdenのElbe川の橋から落とそうとしたほどである」（L275　a）とあの

M泄erとKとの争を裏付ける挿話を記している。そしてTieckはKとM廿11erとの交際関

係のため彼もM㎝［erと親しくなった訳だが，　M廿Uerが不遜で高慢で，そして厭な奴だと

感じている。

この出会いの際Kはその劇Kathchen　v．　Heilbronnを完成させたところだった（L274

a）。こ召）rKathchen」の中でKはD祀sdenの雰囲気，彼の故郷の風情を描いた。そして若

いWidandの娘との体験もその中に織り込んだのだった。　KはTieckに「K荘thchen」を示

し，色々と語り合った，そしてTieckはKに他の人々のいる前で「作品全体をいわば童話

とか奇蹟の領域に落としこむ情景について私見をのべた」（L272）。　KはこのTieckの言

を非難だと誤解して，その場景を，Tieckがそんな婁を予想もしなかったのに廃棄してしま

った。Tieckはその場景が後に印刷されたものの中にないのに気付いた時，大変残念がって

いる。Tieckの記憶によるとそれは「K翫h¢henが第y幕で岩の上に迫i遙していると，下の

水の中に水の精が現われ，歌をうたったり話しかけたりして彼女を水中に誘い込もうとする

のだった。Kathchel1は跳び込もうとするカミ，辛うじて侍女に助けられた。それより先彼女

はKunigundeの湯浴みする醜さを蛮み見し，彼女は騎士をいかにしてこの怪物の手から救

い出そうかと気も狂わんばかりに焦慮する」（L272）というのである。、これはK面gunde

の戯画化された醜さをもっと動機づけさせ，この醜さを一層くっきり浮き立たせていたので

ある。そしてTie。kはそのところから「その時再び石の下から泉が湧きでる」（L272）と

いうすばらしい句をなお憶えていたのだという。とにかくKはこれをTieckの意見によっ

てだけでなく，何度も雷き直したらしく「不運なKleistが多くの場景を10度も書きかえた」

（L273b）といわれている。

3．Penthe8ileaの出版　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

一方Kがすでに1807年12月，姉U㎞keに「僕は3つの完成した原稿をもっております，

そのどれもが我々の雑誌から期待している収入をもたらすでしょうし，僕はそのための金が

欠けているので印刷できないのです。それでも復活祭には，そのうちの一つ悲劇Penthesilea

を出版するため充分用意ができていると考えております∫（B119）と知らせたように，1808　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

年復活祭後江「Penthesilea」カミ本として出版される筈だった。　K達は自分達の本屋を持つ努
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力がDre6denの本屋達の反対で駄嗣になったが，このPenthesileaは一応自費でD鵬den

のCarl　Gottlob　Gartnedこよって印刷された。しかし丁度「Phδbus」誌の売行不振でそれ

以上のPenthesi玉eaへの資金が尽きたため，　Kは1808年6月7日に救いをT廿blngenのCOt加

に求めて次のように頼んだ。

「勝手ながら小生の持ちあわせているいくら炉の原稿について次の提案を致します，（1）貴

殿が悲劇Pent且esileaを出版しょうとなさるでしょうか，それはここでくわしく説明致しま

すと，すでに7折印刷されております。この最初の折帳の印刷は轡籍商達を驚うかせて，委

託以外に作品を引受けるのをやめさせ，更には小生を，Ph6busが小生に使わせている大金

がこの作品の印嗣を続けるのを不可能にしました。Phδbusが断片を載せている戯曲の遅れ

ての発表はこの文芸誌にとうて結局致命的なので（ただそれだけを狽っているので），小生

はこの状態で文芸そのものの歓心が心にあるどなたかに問い合わせねばなりません。もし貴

殿が印刷嬰用を同封の見積りによって引受け，小生に作品の続きを送付しようと思われるな

ら，小生は1809年復活祭で，貴殿に謝礼の決定を全く任せ，それに対する信用貸を願う覚憎

であります。委託に他ならぬなら，小生は貴殿が小生に150Rth．の立替金をお渡し下さる

なら貴殿に作品を即座にお任かせし，1810年復活祭までの計算で信用貸を願うつもりであり

ます。一小生はこの一点につUてのお返事をすく・お願い致します。」（B134）

同封の見穣りは〔J．Baxaが証するところではM田lerの手になるものであるが〕次のとおり．

rPenth已sileaの印刷の全費用は次の額になります。　　　　　　　　　　　　　．

1・750部の摘き紙の写字用紙一部12折帳に，約19連，1連6Rヒh．5gr．118Rth．23gr：

2、印刷費　1折帳につき5Rth．169r．　　　　　　　　　　　　　68Rth・

3．　検閲の謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Rth．

4．仮とじ製本1部毎6pf．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5Rth．15gr・

言十203Rth．　14gr．」（工276　a）

これに対するCot加の返事が7月上旬に来るまでのPenthe唖1ea出版についてのK達同人

の努力をみると，例えばM田1erが〔1808年7月初め〕K沿6ttlgerに好意ある援助の依顧

の手紙を出している例がある。　　　　　’

「……我々はP摘busが資金にあえいでいなくとも750冊の完本を送る亦や印刷費を引受ける資力

と緑故ボございません。そのためv．K1eist氏は印測した本全部を印刷代に宛てておよそ180～200

ターレルで売ろうと決心し，小生の留守中もAmo！d氏演その際の買値をつけましたが，しかし今ま

でのところ決定をみていません。貴君は親友や後援表に対して親切ですばらしい方です・貴君の文学

的名声はドイツでは有名です。……罵KIeist氏は報酬に譲歩しておりますし，文学仲間への送付

に約20冊準備しております。恐らくドイツの本屋が一軒そのような条件で取引に応じ得るでしょう

ね」（L277a）。

しかしこの時点ではついにCottaの返事が来ないままに，結局金を支出するあてもなく

出版せねばならなくなった。それで完成した版は出版社名をただrD幡den，　gedruckt　bei

CarI　Gott歪ob　G且rtner」．とだけつけられていた。そしてBalon　BuoレM蔵h玉ingenへの献本や

輯eddch　Got琶ob　Wetze1子爵への献呈本（いずれも7月にKが暑名して贈呈）にみられる

ように，何らかの出版の援助を求めて送られ・たのだろう。そしてまた，そうしたCotta出

版の題扉をつけてなかった本がB6ttigerにも送られ，それにはKのBδttigerの努力への感

謝の手紙（7月27日）も添えられている。

「小生の敬愛の印としてPenthes圭leaを送らせて頂きます。　CoFtaがこの作品の出版を引受けま
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した。閣下の直接或いは間接の推薦がこの亦実に関係あると信ずることは小生を満足させますので，1

・小生はこれをもつズ閣下に対する心かうの感謝占致します」（Bl35a）9・

しかしB6ttigerは．この件について1808年10月21日にCottaセこ宛ててDresdenから「私は

貴殿がKleistのPenthesileaの出版を引受けられたと聞いて驚きました。しか秘それはi愁

の関係することではありませんレ，．沈黙しています」と書いている位であるから事実関係に
ついてはどこまで信用してよいのか判らない例でもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　凸　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨

@　さらにCottaは引受けて出版した後｝後悔したのであろうか，・TUbi”genのCotta宅で1808年
艦　　　　　　　　　　　　，　　　　幽@　　．冬yamhagenがCottaと「発行されたH，Ψ・Klei5tのミenthe，ileaに？いて話しあった際・一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「この作品セごは不満是で，おそらく本を甜求されない≧．うにとそめ本を〔Varnbag6nに〕紹介しよ

うとしなかっLた」ようである。　　　　　　　　　　　　　　　吃1

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　F－Eし・ずれにしろ≠述の手紙（B134）をCqttaほq月26日に受零bまず協力者たちに相談し
た。「

ｦ力者の一人で新たにrMorgenbbtt」誌の編集母になっていたGeorg　Reinbeckは
．「本屋がHvJ（1eistの悲劇の7折帳でおどされて，　Kleis＃の契約を守．るの妹私の考えで5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ｫい徽です・一途輝何の役にもたたないや…劇藩ら侮・事にな硝示を抱
ているからです。更にlE肌」（1eistは確かに良い頭の持主ですが，．、しか1し彼は自分の事を、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

吹聴するのを全く今日までまだ是認レませんでした。・一一「，〔…∴〕P恥busは更孟恐らく受
け趣られ蜘♪でし・う4（L276b）と．7月1畦（沁t亀宛返戦している・°・だが訪し　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

た警告にも拘らず，Cottaはこの作品を引受ける事を沫心したσ・・しかも彼の（現在残ってい

る）7月9旧付の返事で彼は原稿を見ずに引受けたのだった。・（その引受けた手舞が7月第

3週になってやつとKのところに到着した訳なので，それまでK達は色々な方面に出版を引

受けさせる努力をしていたと考えられる。）それには次のKの感謝の手紙にも’あるよう一に

Cottaは2q3ダー：・ヲ」Lφ印刷費以外に150Rth．の頼まれた前貸も承知しだのだう光㌫　　き

ザ　　「Pehthe甜eaをお引受け下さいまして，小生は心からの感謝を致します。小生はこの度の色々の

一亦情を考え合お畦ま与と，今度のことは；専ら時代が支えられない作家を没落させな爆ま1うにとの御

一好意から発しでいるものと確信をもろて感じており．ます，，そして屯Lごうした時勢なめに，小生が作

家として生き抜く事が出来るなら，小生は全くのところ喪殿のおかげであると言わねばな豊ません。

、．賀殿にばここセここの作品の4冊をお届け致一します。別の3百がす「6に．’Leipz｛gの，Bδh転ne・・氏に送ら

れま’したジ50は〕触no↓dがもちます。小生がお願い致しますのはただ｝∴げ、一：哩・　、’ジ、　，

（1）第13折を㌦（作品はただ12折をいれておりますρで）ういでの際に・・小生に送って下さる353Rth・

」で清算する笥と♂ズ　　占’、’・　’・　』”　　』　　　ピ、∴　　　　．・…　』rい・ir

：（2）・・できるだけ速やかにArnold罰氏が当地で売却をすすめる司‘が出来るよう・小売価格を決定す蚤tと。

ξ㈲．も残部をコど』ζN送るか決めること。：です」　（耳ユ35）b　　　，，　　”　，，．　　・’㌔一　　＿．，　∴’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｱれをみても判るように明らかにもはや当てにされていなかった為，Cotta「め灘が到着

する前に∴そめ本を印刷し終り，』殆んど半分の部数もが他ぺ引き渡されていだのであるガそ

：してまた印刷全紙め「12折帳」という申立てでもKleisポは間違りていて，’出版された作品

ほきっか・り12折帳（＝1マ6ぺ｝ジ）㌦でゴ．それに後に張合わされたま，だ綴じでない表題紙∫（い

わゆる訂正冥Lジ）’があった。1それにも拘らずKが印刷費概算に際して203Rth〆14gr三’め費

用が12折帳分をさLていたのでユ折帳を余分に勘定Uたのはもっともであった6、

・おそらく’Dre6de㎡』あ顧客に50冊を自分懸引受けた本屋’込fnold、’の援助で，、’Kは製本後す

でに300冊を見本市Leipzigに送っていた。それが今やCot蝕の指示で，，、kip2igめ分も含め

てまだ売れていない全ての電のに，t・もと：も乞の表扉紙を新し1くICotta出版にする：どいうので
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ページ数のつけてない紙を「修正」で張りつけた。（贈呈本ではKは13頁と93頁の校正を自

筆で行っていた。）もともとの表題紙をつけた版はKがWetze1とBu。1に贈呈した分だけ知

られている。だが実際はその表題紙の違っているのも，飾りカット全ての交換が当時の印刷

技術では活字の損傷で不可欠であったため，全体で4穏の印刷の違いのあるのが生じた。

それは衷題紙において紙の上半分が印刷上変らないままだったのに，繊版祉表示の相違が2種とば

かし図案を使ったのとそうでないもので4種の違いになる。　　　，

（1）G註rtner　Q（2行の）印刷記入の上に真中の方へふくれあがって，そこに5個の玉で区画され尭

カットがある。例えばWetzelへの献呈本。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

．（2）G菖rtnerの印刷記入の上に・網状にあけたふくらみをつけゴヒカットがあるもの。この庄かし版

璽ヒに巾広い短い中央が濃くなった点があり，それは文章組板面を金の小口の関係で発けている。．
隔　　　　凸　　　　　幽

例えばBuo1の献呈本。

（3）（2）の，今腫しかし3行の『Cottaの出版記λの同じカットのもの。

④｛3）のようにCotta出版記入がありながら㈲とは別の飾りをうけたカット，そしてそのふくらみ

は15の刻み目によって14の小さい黒い三角の区画に分けたもの6

9月のLeipzigのMichaelis祭の記念大市にKのPenthesileaは出され，　B6ttigerはCotta

の「Allgemeine∠eitung」言志18⑪8年9月19日・号に「いくらか遅iれて正「L肌KleistのPenthes11ea

もそこた現われた，その批評は天才的な慣激といち事だった」（L279　a）と伝え，　Rei　nbeck

は同誌1。月13日号に「我々はここで’（btt・社で出た興味ある補遺を加えうるめは嬢い・，

…… ｦちPen止esilea，　Kleistの悲劇」（L279　b）と伝えている。しかし作品を職賠なく引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」�ｯたCdttaは前述のように余り貯ましく思わず，　Varnhagenの伝えるような揺話の示す

　　　　　　　　　　1謔､な状態だった。そして自分のところで出版したにも拘らずなるぺく紹介批評を避けて，

　　　　　　　　　L竄ﾁと3月20日勘と書籍の紹介批評の片隅に「T茸bin呂enφ工Cotta書店あ出版物の中に

　　、P808年のMlchaeli9以来1809年復活祭まで出たPenthesi　lea．　H．凱1（1eistの悲劇Pentl、esilea，

gr．　a　br㏄h．］LRth，8gr，2pf，24kL著者の独創性がこの労作にも確証されている，そして

それが少々奇矯に走り過ぎて熔なければということが望まれているだけである」（L279c）
とあるだけである。kはPentL63il磁の反響を待ったのだが，出版者のCottaさえこの態度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

だったので無駄だった。：その批評を聞きたい気持を110月2日に一冊進呈した1Wienのレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’くbl雌nに1808年12月8日に譲き送っている，「小生が貴君の口にPenthesileaに関して，の

　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ﾚうでいるようにみえる言葉を聞けばどんな｝こ嬉しかったでしょう？　いささか厳しかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ﾆしても！　というのはKathchenの好きな人はPeロthelleaは全然判ることが出来ないの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
ﾅす，両方ボまるセ数学の＋とLのような関係にあらて，ただ対立した関係で考えられる同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭ｶものなのセう后」Lもし貴君にその作品についてお考えになるひま潮おありで妊気が向い

たら∫思い切っセ小生之言って下ぎぴ，ぎらと小生に振有益で好ましいもゐに他ならないで
　　　　　　　　LI　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　、　　’

ｵょう」（Bi4bと。一般的にkの知人達の間ではド嫌悪の感情をおこずPehthesヨ1撃，嫡殆
んど読まれず，そうした面を伝えるChL　G　K6merが息子に宛てた「同じまう‘な憐質を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　I　　　　　　　　　ギもっている為’私はPenthesileaを同封します。私はそれを非常に興味をもって読み，その

　　　　　　「@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山酷Iな技巧を楽じ凌ま幽したが，その中め多く’のもめが，それほど強く私に反対の印象を与え
‘　　　　　　　　’　　‘　　　　　　曽　1　　　　㌔　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　．　ヒ　　　㌧　　　　　　　　　　、

ﾜし赴」（L280　a＞といったよう濠考え方が普通だったのだろうが，　Cottaから聞いた否定

的な表現た・も拘らず，　VarnhagenがRdhe1に宛でたrK！eistの貰nthesi　1α1からの文を

．添えます，私が以前（私はしがしまだ断篇だけしか知らなかった）全く盲目だった傑作で

す」（L280　b）といった感激の気持を伝えたものも’ある。’このPenthesileaに対する評価は
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1810年末にGoetheが「先日彼のPenthesileaを読んでいるうちに私は大変ひどく不快にな

って思わず襟をおおった。この悲劇は二，三ケ所で完全に喜劇的なものと隣り合うている，

例えばAmaz。nenは乳房が片方で舞台に現われて，観客に彼女らの感情全てが第2の残っ

た半分の乳房に移り住んでいるといって聞かせる所などがそれです，ナポリ風の国民劇場で

ひとりの恋人（ColOmbine）の口から，みだらな道化役（Polihine1】）に向って語られる軽口

としてなら，観客に格別のショックを与えずに済むかもしれない。ただし，そのような場合

でも現実に乳房の一つしかない胸を観客の前で露出する事は絶対i禁物である」（L281）と述

べたことで当時評価は決定的に決まってしまったのである。

だから公けにはPenthesileaははっきり黙殺された訳である。　Arni皿がそれを「Heide1一

berger　Jahrb廿cher」に論評する筈だったが載らなかった。　Zschokkeの「Miszellen　f仕r　die

Neueste　Weltkunde」の論評ではKについては，それを利用する事で彼の天才が輝き出すま

だあの豊かな世故経歴や世態人情の知識が彼に欠けているといわれている（L283）。匿名批

評の「Nordische　Miszenen」の中では特に悪く書かれている（L282）。

4．Phδbu8の残落

一般の読者にとっては1808年6月22日付工K．Mansonの手紙「私はPh6busには何を

言いましょうかP輝くというより光り輝いておりますと・∵・・。事実その中に立派な論評が

す。特にKlelstの劇創作があります……でも全体的には非常に冒険的です。我々の文学は

そうしたものを扱うのは不可能です。」（L286　a）にみられるようにPhδbusはまだ栄えて

いるようにみえおのだろう。しかし内情は6月7日のKのCotta宛の手紙にあるように，そ

れまで或程度順調にやって来たPhδbusの発行が難しくなって来ていたのだうた。（Cotta
は前述のようにこの手紙を6月26日に受取り，7月9日に返事し，それを見てKは7月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

に礼状を出している。）「（3）A．Mmlerと小生は，貴殿がPh6busを今年中は引受けるの

が不可能であるとおっしゃるので少くともそれを維持するのに必要なあらゆる世話をお願い

します。我々は貴殿に5つの既刊号の批評（F飢Sch】egel，あるいはそれが不可能ならD二

Wetzelによるよう願っておりますが）とそして第6号の内容広告（その中にFL．肌Stae】

やFL　S仁hlegelの寄稿がのるのですヵりをMorgenblatt誌で流布して下さるようお願い致

します」（B134）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@批評はSchlege1によってもWet2elによっても実際は書かれなかった。　Schlege1はPh5bus

には何も寄稿しなかった。第6号の約束された内容広告をMorgenblatt誌は1808年12月22日になっ

てやっと載せた、（これは第6号が1工月中旬に発行された亦にも起因するだろう。）Sta削夫人は

Schillerの　「Siegsfest」をフラン語に〔La艶te　de　Ia　victoie　o戯工e　setour　de　Grees〕翻訳し

て寄稿した。　　　　　　　　　　　　　　　　，

実際Phδbusが7月に発行されなかった（6号は11月，7号は12月）ことやKの書簡（B

工34）にみられる状況は，7月4日にFouqu6（Nennhausen）　カミVar仙agen（Berlin）｝こ書　・

いている手紙で裏打ちされる。「さて一体Ph6busの騎士達は経済的にもはや続けられない

ほど完全に破産しているか，或いは全く気が狂ったのではないでしょうか？　一度Reimer

にそれを知らないかどうか機会をみて聞いて下さい」（L287　a）とある。更にFouqu6は7

月23日にVarn正旧genに「〔それで〕私は時には立派な駈rquise　v」0．の生みの親やその



H・v・KleistとPhobus誌（その3）　　　　　　　　　　　　141

忠実な協力者Ada皿への質問を繰返したいのです。彼らは馬鹿ですか？　彼らは死んだの

ですか～　彼らは自分らの事はもう本当に全然聞かせないのですね」（L287b）と尋ねてい

る。これにVarnhagenが8月3日に「A．　MUUerやK翫Klelstについて私は死んだと

いう言葉は聞いていません。しかし彼らの死を信じなければならぬように思えます」（L287

c）と答えるようなひどい状態になったらしい。8月13日のW．wEannw地のP．　v．

Stojendn宛手紙にも「その上恐らくPh6busが悲惨な末路をとるでしょう，というのはあ

らゆる論評の中でPh6busはこっぴどく酷評されています」（L288）とある。本当にKも姉

Uldkeに8月にPhδbus苦境を伝えている，「丁度余りに多くの原因が今になるまでD祀sden

を離れるのを妨げております。Ph6busは出版界の絶対的不況にも拘らず今まで持ちこたえ

ました，でも今もし戦争が起ればどうなるか僕は判りません。もしこの破滅的な時代ボ，真

面目な，落着いた努力の成果を悉く破壊してしまう事がないなら，どれ位僕の境遇が良くて，

僕の未来に開かれている希望がどれほど見込みがあるかを貴姉に得心させるのは僕に簡単で

しょう。それでも僕が暮らしている条件はまだ耐えられますし，貴姉がた皆にはうまくいか

ない事を非常に怖れています」（B136）。

P描bロsの継続の努力はCollin宛10月2日の雷簡にrHofrat　Muller氏畳ま小生と同じく，もし

公けの状態が許すならどうか〔貴君が〕Ph6busへ寄稿して下さるようにとのお願いを繰返しており

ます」（B138）とあるようになされている。

・このPh6busの重大事におけるKの行動にはあちこちの旅行，そしてUlrikeのK訪問が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ある。やはりこれは金策への努力とみてよいだろう。　（Sembdnerは政治的活動の一部と説

明しているが。）それで8月のUBke宛の手紙にまず，「ただ僕にjaという返事を決めて

下さい，それ以外には何も必要ではありません，僕は貴姉に，貴姉がWorm】ageに出す使
いに，更に余り遠すぎる為にGulbenへ送り，そこで新しい便を徴させられるか一それと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏

熾ﾖをすぐにF肚stenwaldeへ出発させようとなさるかどうかはお任せします。迅速さが非

常に望まれております。僕にもこの点をすぐさま返凄して下さい。恐らく僕は約3週間の内

に皆さんのところへ参り，皆さんがどうすごしていられるかを見ます。僕の，いやむしろ友

人の借金を決済致します」（B136）とある。ところがW。rmlageでUlrikeに会って重要な

話をする旅行が「ひどい歯内潰瘍」のためできなくなったKは9月30日にまた霧く，「お話

ししたい事は延期されませんので，お願いですが，貴姉が車に乗って僕の所へ来て下さい。

…… M姉がお望みなら僕の所に泊ることもできます。貴姉が滞在なさろうとお思いなら，僕

はどちらでも嬉しいのですが，でも一目だけ貴姉が必要なのです。そして貴姉がお望みなら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トｯじ車でお帰りになれます。……姉さん，決心して，準備し車にとび乗って下さい。天気は

良いし，3日で全部です，それ以上はかかりません」（B137）。それでUhikeがDresde血の

Kの所へやって来て短期間滞在する。

Kがこの頃体の具合が悪かったのは，9月25日にDresdenへやって来たVamhage皿に10月6

日に出した「僕は2度Golden　Engelへ行ったが君に会えなかった。今日は僕は病気だ。午後お茶

を飲みに儀の所へ来ませんか。お楽しみになれますよ」（B139）でも証されているようだ。

Varnhageロは「およそ2週間滞在して，　Kldstを訪問する予定」でDfesdenへやって来

た。そのVarnhagenはFouqu6（Nennhausen）が9月26日付で「】旺Klei8tによろしくお

伝え下さい。彼のPh6busの最近号〔4／5号〕のRobert　Guiskardを読みましたかP　それ

は僕に全体を完成して欲しいという気持を起させました。それを読んで下さい，そして僕に
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それについての批評を書いて下さい。その号にある別の断篇DasKv、　H．はそれに反して

僕にはひどく不快に思えます，でも僕は丁度，後者が彼の友人達に非常な喝采を博したと聞

いております。一君は恐らく君がこちらで会った人の兄のPfuelに，：Kleistの親友です

からいつかDresden、でお会いになるでしょう。彼にも僕からよう’しくと申し上げて下さ

い。、……僕は君にAdam’についてどう言うべきでしょうか？’僕は今でもはじめのよう．な

のです，全部ではありませんが，でも沢山の悪い点がある，少くともlPh　6busにとってそう

思うのです。正直に言えぽ，これは判断そのものというよりは先入見なのです。……君はそ

ちらでS¢hub¢rt博士とお知り合いになっているでしょう。’Ernst　Pfuelが非常に有益だと

いった自然哲学者と」（L289　b）と書いている。しかしVarnhagenはFouqu6に「Kldst

がこ，こにいないので僕がPfuelを見つける事ができぬのは非常に残念です。しかしもじ彼が

皆の信じているように，二，三日のうちに帰ってぐれば，礫も恐らくPfudを彼と一緒に訪

問する蛮ができます……Schubεrt博士と僕は知り会っていません，彼は病気とのことです

・∴…画家HartmannとHerscher〔Varnhagenの旅の同伴者〕が知り会いました，僕は彼と

もう二，三度も会いましたが，彼について親切だともそうでないとも言5事はできません∫

（L2891cり’と10月13日に返事をするように「H．恥Kleistとまだ全然会っていません，彼は

旅行に出たし，好意ある手紙（上記B1合9）をあらかじあ送ってよこしました，’しかしその

時すでにLeipzigへもう旅行に出かけていました」・とい』う状態である。　’　　　　・

Kは6日すぎにLeip2igへ出かけたが10月中に帰っているぴこうした努力の間に11月2日

付U塒ke』宛書簡の中に「本屋WaltherがPh6busを引受けて支払を全部支弁しています」

（B140）とあるように10月中にWaltheτにPh6busを引受させたのだろう6しかしまだK

は2週間で戻るという旅行に出かけでる。即ち「僕はたうた今，貴姉がこのDresdepにお

いでの際いくらか僕がお話した机Haza夫人のことで〔Haza夫人は当時夫と離婚しようと

していた，・その夫の所領がL£witz，　Kr＆Meserit2にあった。彼女がDresden．で同棲して

いたA．M田le夏のためにKは仲介の労をとっていたのだった〕Po…妃n在のLe宙it呂へ出

発」したのだった。しかしあいかわらずの経済事情の苦しさは「僕はま．たIausitzを通’りま

すりで，今度はPan血wit2　r・の借金を支払えるものと思っていま・した，・でも支払が僕の手に

負えなくなっておりますので，支払うことはできません。親切心がおありになれば，僕が

Pannw準．に借りている20Rth．：を支弁して下さい，彼に借金している事は僕を苦しめませ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐�?ﾅ屯．それを彼に立替えた珂inetteに借金している事が苦しいのです」．の文面でも判る、
実はKに耳a毎夫婦がもう一度元の鞘に戻る事を願い努力・して．いたのである。「v6　Ha加夫　　　　　　　　　　　　　　　」

人は親切な立派な人です，僕が彼女の為にした第一の事は最後の事をするのを全ぐ不可欠の

もの、どします」（B・140）という風に努力し，冒その為KとM廿11erの問に本当の喧嘩が起った
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・」L　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

う確か紅i当時Bδt輯gerが」Allgemeine、Zeitung’（9月21／22日号）に「年の始あに’W三enや

D細ehから巣立ヵたPrometheusや，Ph6busは出版物が外面的上品さや慎重さに拘らずや

っと緑の枝に達し得たの泥った。殆んど全ての寄り合雑誌と小っだもめガ嘘躬であり『，1ζそし

て最上のより新しいものすら・触…法外な努力によつズだけ存続できる」（L290a＞と伝え，

E飾hle劇二も10月8日に出版主混Wilmansに「小生としましてもEu夏opaを継続したい

気持です。そして高度の要求もしようとしていた多くの雑誌が丁度中正になっているので，：

恐ら．く現在という瞬間益ゐそれば有利です6そのように｛Ein6ied1曽」Zeitung力竃な6ています
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し，Dre3denのPh6bus，当地のPrometheusには殆んど間違いなく同じ運命がさし迫って

います」（L290b）と書いているように雑誌の維持が難しくなって来ている。

前述のように10月中にKはPh6busの出版をWaltherに引受けさせたのだが，前述の

B6ttigerは10月21日CottaにPh6bu5の運命について意見を聞いたりしているのである。

即ち「友よ，新年からKleistとM岐11erが編集し，5号で失敗したPhδbusが貴殿の霞店

で出版される事に決まりましたか？　その事が少くともここの人達に当地で一般に述ぺられ

ています。小生は既に今貴殿がKleistのPenthesileaの出版を引受けておいでなのに「驚き

ました……とにかく貴殿がそれほど多く重要な機会に立派な男子たる小生の友である実をお

示しになっておいでです。貴殿は小生につい先のLd画gの大市で心からの握手で，小生が

貴殿に小生が貨殿の興味を惹くと思われる事を全部書けとおっしゃいました。……小生はこ

のPh6busに心底から興味を持っておりまして，その繁栄を喜んでおります。というのは小

生は我々のDresdenから好意以外の何も生じない事を望んでいるのです。しかし言うにい

われぬ間，この人達全てを自分の側で扱い，ただOsslanの亡霊のように霧雲の中でゆった

りと来なければならなかった闇が，非常に大きな購買層に作用し，彼らを間もなく無関心に

させる全ての物の完全な知識の欠如と結びつき，その結果すでに最初の5号で2000ターラー

の欠損を加えたのでした。小生が疑問に思いますのは，この人達がその論文の精神を変え，

多様性や明朗性によって気に入れられようとする事です。……」（L291　a）これにCottaは

11月11日返事をし，「出版者達は，今1400ターラーの欠損後，当地のWaIther悉店の継続

に，ただそれが印刷されるぺく，全然報酬なしに引渡されました，そしてこの喪虐は7号を

ただ150部だけ印刷します。勿論SeckendorfのPrometheusにははるかに多くの塾みが抱

かれているでしょうし，小生はそのためには調停をしたいとも思っています。しかも〔出版

者〕Geistinger氏自身，小生に雷いてよこして継続を委任しました。しかし運命はそのよう

な出版に小生を用心させます。小生はきっと，僑用できる友人たる貴殿と始めに談合してか

らでなくては何も計画しません」（L291　b）と述べている。　Cottaはこのように雑誌界の不

振の中にPhδbusとPrometheu5の合併を企画したが，それを相互の当事者達も気が進ま

ず，Cottaも結局このPrometheusを引受ける嘉に踏み切る事ができず，駄目になってしま

ったのである。

そしてPr。metheusはますます悪くなって行って中絶してしまい，一方Ph6busはWalther

雷店によって継続される事になった。それがrZeitung　far　d．　eleg　Welt」（11月2日号），

を始めとして「Morgenblεtt」　（12月22日号），．その他「Freim廿thige」・Jenaの「A119

Lite凱ur泥itung」，　Wienの「Sonntagb㎏tt」に次のような広告で知らされている。

rPh6busの関係者に

Dresdenで出ている文芸誌はこれまでの事態の不首尾から早急の継続が遅れておりました

が，この間にSta6】夫人やF．　Sohlege1，　L　Tieck諸氏の参加で雑誌の規模も拡大し，この

雑誌の未来の為に種々の障害も克服されました。　　　　　・

ただ今Phδbusの6号が出て発送されたところであります。しかし出版者の個人的な面で

もドイツ書店の現状も自費出版を許さぬ状態でありますので，Walther宮中御用纏店が当地

に於てこの雑誌の出版を決意し，7号から引き継いでお届け致します。それで滞うている6

号は今後今年中にもこの書店から発送される事になります。従って各書店とも，又この計画

の他の後援者も，同じく今後はWalther甚｝店へ御注文下さるようお願い致します」（L294）。


